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１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 准校長挨拶 

 

４ 協議 

① 令和元年度学校教育自己診断と検討結果について（別紙） 

・分掌チャレンジの総括 

・各学年の様子 

 

 

 

 

 

 

 

② 第 2回授業アンケート結果について（別紙） 

・全体的に前回７月のアンケートから飛躍的に向上している。 

 

 

 

 

提言・意見 

○生徒・保護者の肯定的な回答が多くなっている通り、学校が前向きに進んでいると思われる。 

〇生徒支援が重要になってきていて、困っている生徒へのサポートであったり、コミュニケーション能力を 

 向上させる取り組みが学校に求められている。 

提言・意見 

○生徒の授業に対する評価が上がっているのは、授業見学して理解できた。それぞれの生徒に目線を合わせて、誰

が受けても分かりやすい授業を展開している。 

〇教員の生徒に対する思いが強い学校だと思うので、継続してほしい。 



③ 令和元年度学校経営計画及び自己評価（案）と令和２年度学校経営計画及び自己評価（案）ついて 

（別紙） 

・教員の人材の育成に力を入れてきたし、今後も継続したい。 

・生徒に対しても人間力をつけてあげられる学校をめざす。 

・通信制高校との区別化を図って、本校だからできることを作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 各種委員会からの説明についての提言 

 

１．人権・道徳教育推進委員会（別紙） ２．教育相談委員会（別紙） ３．中途退学防止（別紙） 

 

 

 

 

提言・意見 

○授業アンケートの結果が向上していることに満足せず、さらに分かりやすい授業をめざしてほしい。 

○区別化という点でいうと、困っている生徒への支援体制がポイントとなると思われる。 

提言・意見 

〇人の命と権利が大切だということを教えてあげて欲しい。 

〇入学した生徒を退学させることなく進級、卒業させてあげてほしい。 


